


《
、

観
音
堂

立
山
通
弥
観
音
山
。
嘉
瀬
ス
キ
ー
場
と
言
っ
た
ら
、

青
森
県
の
西
北
五
地
方
で
は
芦
野
公
園
と
並
ん
で
名
の

通
っ
た
と
こ
ろ
と
言
っ
た
方
が
早
い
。
春
は
ワ
ラ
ビ
狩

り
、
秋
は
キ
ノ
コ
狩
り
の
丘
で
、
嘉
瀬
に
生
れ
た
人
に

り
、
秋
は
キ
ノ
コ
狩
り
の
丘
で
、
嘉
瀬
に
生
れ
た
人
に
設
立
協
力
者
名

と
っ
て
は
憩
い
の
丘
。
古
里
帰
郷
の
散
策
の
丘
で
あ
る
。
松
井
武
任
岡
田
武
夫
小
田
桐
熊
四
郎

こ
の
丘
の
付
け
根
に
一
つ
森
、
二
つ
森
の
旧
蹟
地
が
土
岐
喜
久
丸
泉
寅
吉
泉
仁
太
郎

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
嘉
瀬
古
代
人
の
住
居
跡
だ
ろ
う
と

泉
勇
作
土
岐
綱
吉
上
田
勝
馬

『
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
』
で
は
想
定
、
実
地
蹟
査
を
計
東
潤
太
郎
浜
田
永
作
鎌
田
君
吉

画
し
て
い
ろ
。
五
月
『
か
た
り
べ
』
の
編
集
を
終
っ
て
白
川
松
五
郎
原
田
耕
造
笠
原
作
太
郎

頭
の
カ
タ
マ
リ
解
消
に
一
日
立
山
に
歩
を
運
ぶ
。
松
林
岡
田
慶
一
伊
丸
岡
利
八
浜
田
哲
三

の
日
影
雑
草
の
中
に
、
二
・
三
輪
の
一
人
静
草
の
花
の
白
中
野
勝
弘

今
勝
太
郎
鶴
岡
忠
三

さ
が
目
に
し
み
入
る
。
（
取
材
企
画
構
成
木
下
清
一
）
高
橋
公
北
村
子
之
松
小
山
内
照
麿

番
鎌
田
松
五
郎
津
島
嘉
吉

神

一
一
一

十
鎌
田
善
七
吉
崎
専
四
郎

一
一
一 三 十番三十一番

①
１
《
ｊ

脈
が

黒
川
長
五
郎
今
弥
五
郎
戸
日
本
で
は
西
国
三
十
三
観
音
札
所

一
め
ぐ
り
の
巡
礼
が
あ
ま
り
に
も
有
名

鳴
海
口
太
郎
舛
甚
半
四
郎

》
で
あ
る
が
、
上
方
参
り
も
で
な
い
、

一
津
軽
三
十
三
観
音
巡
り
も
で
き
な
い

｝
そ
の
日
ぐ
ら
し
の
貧
乏
に
あ
い
ぐ
嘉

三
十
一
番
観
音
建
立
者
名

》
瀬
の
農
民
は
、
小
作
人
は
、
何
に
救

泉
谷
嘉
吉
木
下
銀
作
内
海
男
治
『
『
い
を
求
め
た
で
あ
ろ
う
か
・

今
寅
吉
吉
崎
金
作
今
由
次
郎
↓
『
昭
和
八
年
、
嘉
獺
の
人
達
は
、
立

蛸
島
繁
太
郎
三
上
万
太
郎

一
山
に
観
音
様
を
祭
り
、
そ
の
巡
路
参

一
道
に
講
中
連
中
で
も
っ
て
三
十
三
体

三
十
二
番
観
音
建
立
者
名
↑
の
観
音
石
像
を
配
し
各
自
の
守
り
本

櫛
引
七
郎
蛸
島
寅
次
郎
蛸
島
藤
吉
郎
誇
尊
と
し
た
の
で
あ
る
。

｜

蛸
島
佐
之
蛸
島
辰
五
郎
↑
石
像
に
き
ざ
ま
れ
て
い
る
寄
進
者

一

ひ
ざ

雫
の
大
方
は
、
観
音
様
の
膝
に
ま
ね
か

蛾
烏
嘉
助
蛸
島
繁
吉

冊
和
八
年
七
月
十
八
日
建
立

》
れ
亡
き
も
、
そ
の
名
は
台
座
に
残
る
。

花
田
長
口
郎
舛
甚
千
口
代
鳴
海
峯
四
郎
芦
る
と
、
熊
野
修
験
行
者
に
よ
っ
て
観

一

鳴
海
口
郎
木
立
口
口
郎
中
村
口
作
声
音
信
仰
が
津
軽
の
浦
々
に
広
ま
っ
て

一

木
立
口
口
郎
木
立
間
五
郎
吉
崎
弥
五
郎
諄
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

一
一
一

白
崎

三
十
三
番
観
音

海
永
八
鴫
海
善
八

十
番
観
音
建
立
者
名
一
両
闇
羅
、
十
三
、
梵
珠
）
が
史
記

一

口
八
内
海
市
口
郎
沢
田
専
四
郎
一
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み

建
立
者
名

神
島
安
五
郎

花
田
甚
助

昭和16年旧6月19日建立
侭） 、

蛸
島
イ
サ

内
海
勘
四
郎

七
面
天
女
の
碑
蛸
脇
サ
ャ

鳴
海
専
助
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